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当社の新型コロナウイルスへの対応 
■日本 

 ４月に東京支店（東京都文京区）に勤務する従業員から 

 １名の感染が判明。 

 ⇒東京支店を一時閉鎖し、フロア全体の消毒作業を実施。 

 現在は当該従業員は職場復帰し、その他の従業員 

 及び家族についても新たな感染者の発生はゼロ。 

■海外 

 アメリカの販売子会社アイホンコーポレーションに勤務する 

 従業員から８月に２名、１０月に１名の感染が判明。 

 フランスの販売子会社アイホンＳ．Ａ．Ｓ．に勤務する 

 従業員から１１月に１名の感染が判明。 

 ⇒それぞれ自宅勤務に切り替え、２週間の療養。  
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（11月15日時点） 



感染症対策の基本方針 

以下の３つを基本方針とし、バランスを取りながら 
対策を実施。 
 
① 安全第一の観点で、従業員とその家族の 
  感染予防・拡大防止を最優先で対応する 
 
② 取引先様・従業員と連携・協力して事業の 
  継続をはかる 
 
③ 感染拡大防止に協力するため、政府・自治体 
  からの要請に配慮した対応をはかる 
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売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益も全て減少。 

2019年度  2020年度 

 売上高 243.8 203.4 

 営業利益 22.0 11.8 

 経常利益 21.4 11.6 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 15.3 8.9 

◇ 連 結 決 算 実 績 ◇ 
（億円） 

（億円） 

親会社株主に帰属する 
四半期純利益 （億円） 

（年度） 2019 2020 

（年度） 

（億円） 

営業利益 
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2019 

2019 2020 

経常利益 

（年度） 

243.8 

203.4 

連 結 売 上 高 

連結売上高 
（億円） 

前年同期比 
83.4％ 

40.4億円減少 

2019 2020 （年度） 

利 益 

前年同期比 53.7％  
10.2億円減少 

2019 2020 

前年同期比 54.1％  
9.8億円減少 

前年同期比 57.8％  
6.4億円減少 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 
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 ■国内市場■ 
 
 

 １７７．６億円 
         ↓ 
 １５２．２億円 
      ２５．３億円減少 
 （前年同期比１４．３％減） 
 

■海外市場■  
 

 ６６．２億円 
         ↓ 
 ５１．１億円 
     １５．１億円減少 
 （前年同期比２２．８％減） 

 

集合住宅 

戸建住宅 

ケア 

その他 

北米 

欧州 

その他 

2020年度 

国内 

海外 

◇各市場における売上高の増減◇ 

（億円） 

2019年度 

0.5 

-23.4 

-2.1 

-0.3 

-10.3 

-3.4 

-1.2 

243.8 

203.4 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 
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リニューアルでは前年同期比２．９％増加 

(億円) 

戸建住宅市場 2019 2020 増減額 増減率 

売上高 22.4 22.9 0.5 2.5% 

戸建住宅市場 

新築では前年同期比２．４％増加 

（億円） 

2019 2020 （年度） 

ワイヤレステレビドアホン 

WR-11 

・新築 新商品のテレビドアホンの販売が好調に推移 

・リニューアル ワイヤレステレビドアホンの販売が好調に推移 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 
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リニューアルでは前年同期比２７．８％減少 

(億円) 

集合住宅市場 2019 2020 増減額 増減率 

売上高 113.6 90.2 ▲23.4 ▲20.6% 

（億円） 

（年度） 

新築では前年同期比５．９％減少 

・新築 当社の納入時期にあたる住宅着工戸数の減少により売上が減少 

・リニューアル （賃貸マンション）戦略的な営業活動により販売が好調に推移 
（分譲マンション）新型コロナウイルス感染への懸念による工期の延期、 
            営業活動の制限が発生 

2019 2020 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 集合リニューアル市場について 
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（億円） 

（年度） 

消費増税前 
駆け込み 

新型コロナ 

リニューアル市場売上（第２四半期累計） 
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 集合リニューアル市場について 
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年代別で様々な 
システムを納入 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 集合リニューアル市場について 
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ケア市場 

リニューアルでは前年同期比１９．７％減少 
(億円) 

ケア市場 2019 2020 増減額 増減率 

売上高 28.8 26.7 ▲2.1 ▲7.4% 

新築では前年同期比１９．８％増加 

（億円） 

（年度） 
10 

・新築 病院、高齢者施設、高齢者住宅のいずれも販売が好調に推移 

・リニューアル 新型コロナウイルス感染リスク回避の観点から工期の延期や営業活動の制限
等が発生し、病院、高齢者施設、高齢者住宅のいずれも販売が減少 

2019 2020 

  2021年3月期 第2四半期業績結果 



・新型コロナウイルスの感染拡大により経済活動が制限され、特に第１四半期の売上が大きく減少 
 

・業務市場における学校案件や政府系案件の出件が停滞し売上が減少 

現地通貨、円貨共に前年同期比で減少  

北米市場 2019 2020 増減額 増減率 

現地通貨 37.0百万ドル 27.9百万ドル ▲9.1百万ドル ▲24.6% 

円貨 40.2億円 29.8億円 ▲10.3億円 ▲25.8% 

海外市場（北米市場） 

IXG Series  

11 

(百万ドル) (億円) 

（年度） （年度） 
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 



海外市場（欧州市場） 
・新型コロナウイルスの感染拡大による第１四半期の経済活動制限が売上に大きく影響 
・ロックダウンが緩和された第２四半期以降、テレビドアホンの積極的なプロモーション活動により 
 販売は回復基調 

欧州市場 2019 2020 増減額 増減率 

現地通貨 15.0百万ﾕｰﾛ 12.5百万ﾕｰﾛ  ▲2.4百万ﾕｰﾛ ▲16.6% 

円貨 18.2億円 14.7億円 ▲3.4億円 ▲19.1% 

※UKのポンド売上はユーロに換算 

JO Series 

GT Series  
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(百万ユーロ) (億円) 

（年度） （年度） 
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 

現地通貨、円貨共に前年同期比で減少  
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 
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（百万ﾄﾞﾙ） 
期間別売上（現地通貨） 
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第１四半期 第２四半期 

2020年3月期 2021年3月期 

（億円） 
期間別売上（円貨） 
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第１四半期 第２四半期 

2020年3月期 2021年3月期 

期間別売上（現地通貨） （百万ﾕｰﾛ） 

0

5

10

第１四半期 第２四半期 

2020年3月期 2021年3月期 

（億円） 
期間別売上（円貨） 

北米市場 

欧州市場 



海外市場（その他の海外市場） 

オセアニア市場 

アジア・その他市場 

シンガポール市場 

その他の海外市場全体においては、新型コロナウイルスの 
影響により前年同期比１６．４％減少 
 

＜オセアニア＞ 
新型コロナウイルスの影響から、集合住宅向けシステムの 
販売が低迷 
 

＜シンガポール＞ 
新型コロナウイルスの影響から、集合住宅向け及び業務市 
場向けシステム案件において工期の延期が相次ぐ 
 

＜アジア・その他＞ 
東南アジアの病院等においてインターホン需要が高まりを 
見せたが、各地で新型コロナウイルスの影響が発生し、減少 

(億円) (十万AUドル) 

（年度） （年度） 

(億円) 

（年度） 

(十万Sドル) 

（年度） 

(十万ドル) 

（年度） 

(億円) 

（年度） 
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22.0 

+0.9  

▲18.6 +0.1 
▲1.6 +9.0 

11.8 
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◇営業利益の増減要因◇ 

売上減 
に伴う 
利益減 

(億円) 

2019 2020 （年度） 

為替影響 
による 
利益増 

原価改善 

研究 
開発費 
の増加 

販管費 
の減少 

為替の影響や販管費の減少等による増加はあったものの、新型コロナウイルス感染拡
大の影響による国内・海外両市場の売上の減少が大きく、営業利益は大幅に減少 
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  2021年3月期 第2四半期業績結果 



  

改善 ⇒ 改革 ⇒ 変革 

変身 
Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

 従来のビジネスモデルから発展し、 

 ｢安心｣｢安全｣｢快適｣｢生産性と価値の向上｣といった 

 お客様が真に求める価値を創造する企業に 

 変身するための３年と位置づける。 

第６次中期経営計画 

第７次中期経営計画のコンセプト 
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  2021年3月期の業績見通し 

欧州を中心に新型コロナウイルスの感染が再拡大 

現段階では計画数値の合理的な算出が困難 

様々なシナリオから市場環境への影響を勘案し、 
近日中に発表を予定 
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2021年3月期の業績見通しのポイント 国内市場 

集合住宅市場向け 

主力新商品 『ｄｅａｒｉｓ』 『らくタッチｄｅａｒｉｓ』を発売！！ 
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スマートフォンやタブレットにdearisインターホンアプリをインストールすることで、外出先で
も来訪者の映像確認、通話、オートドアの解錠が可能。 

新商品 『ｄｅａｒｉｓ』 『らくタッチｄｅａｒｉｓ』 

ブラウザ機能によりマンション内の共用施設予約、立体駐車場の出庫予約、電力の見える化
など、サービス会社が提供する専用コンテンツを表示させることが可能。 

2021年3月期の業績見通しのポイント 国内市場 
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賃貸住宅など、小規模マンション・アパート向けシステム 

『ＰＡＴＭＯα』を９月に発売！！ 

宅配ボックスとの連動も可能 

2021年3月期の業績見通しのポイント 国内市場 
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ＩＰネットワーク対応ナースコールシステムである 
「Ｖｉ-ｎｕｒｓｅ（ビーナース）」の特性を活かし、 
タブレットなど他設備との柔軟な連携による課題解決をご提案 

ケア市場において、 

病院・介護施設における人手不足などの問題が、改めて顕在化 

2021年3月期の業績見通しのポイント 国内市場 



 保守メンテナンス事業の推進・拡大 
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  2021年3月期の業績見通しのポイント 国内市場 
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  2021年3月期の業績見通しのポイント 海外市場 
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研究開発費 売上高研究開発費率 

◇研究開発費の推移◇ 
（億円） 

（年度） 

研究開発費 
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  株主還元 

（予定） 

25 

（年度） 

（円） 



Communication  
& 

Security 

 本資料に掲載されております業績予想や将来予想は、現時点において入手可能な情報
に基づき弊社が判断して予想したものであり、実際の業績は今後様々な要因の変化に
より予想とは異なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 

弊社ウェブサイト
https://www.aiphone.co.jp/ 
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